
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2024 年 2 月号 Miyake Nature Center Akakokko Station 
三宅島自然ふれあいセンター情報誌 

あかこっこはインターネットでカラー版が見られます。http://www.wbsj.org/sanctuary/miyake/  

三宅島自然ふれあいセンター・アカコッコ館     2024.02 vol.323 

■開 館 9:00～16:30 ■休館日 月曜日（祝日の場合はその翌日）■利用料 200 円（中学生以下と 65 才以上は無料） 

■〒100-1211 東京都三宅島三宅村坪田 4188 ■TEL 04994-6-0410 ■FAX 04994-6-0458 

■E-mail miyakejima@wbsj.org ■HP http://www.wbsj.org/sanctuary/miyake/ （こちらからはカラー版をダウンロードできます。） 

                              こちらの QR コードからアカコッコ館ホームページにアクセスできます→ 

 

 

 

釣り糸をたらし、性転換する花「ウラシマソウ」 
2 月を過ぎると、とても不思議な花「ウラシマソウ」が咲き始めます。 

まずユニークなのは、花の形です。ウラシマソウの花は、鎌首をもたげたヘビのよ

うな形をしていて、そこからムチのような細長く伸びた部分があります。 

この細く伸びた部分を浦島太郎の釣り糸に見立てて、この名が付けられました。 

■無料開館のお知らせ 
バードアイランド三宅島にちなんで、毎月酉（鳥）の日が入館無料になります。 
2月の無料開館日は 3日（土）、15日（木）、27日（火）です。また開館 30周年記念で毎月 30日は無料開館です。 

 祝！アカコッコ館 30周年！毎月 30日は入館無料 

 

 

 

おもしろいのは、花の形だけではありません。 

なんと、性別が変わります。成長すると雄花をつけ、

栄養状態が良いと雌花をつけるようになります。 

逆に、雌花をつけた個体も十分に栄養が得られない

と、また雄花をつけるようになります。 

また、秋には、赤いトウモロコシのような実をつけ

ます。美味しそうに見えるかもしれませんが、 

ウラシマソウは全体に毒を持っているため、 

食べないでください。 

 このように、ユニークな特徴をたくさん持った

興味深い植物です。大路池周辺のような暗い森で

よく見られるので、ぜひ探してみてくださいね。 

（文 T・K、絵 H・M） 

 

ウラシマソウの実 

 

 

 

 

 

 



   神着  

イベント情報 

お申込み・お問い合わせ 
アカコッコ館 TEL：04994-6-0410 MAIL：miyakejima@wbsj.org 

アカコッコ館のブログではさまざまな生き物を写真付きで紹介しています。 

ぜひご覧ください。  https://miyakejima.seesaa.net/ 

アカコッコのアクセサリーをつくろう 
作ったアクセサリーはお持ち帰りいただけます。 

 

【日にち】 2 月 12 日（月・祝） 14 : 00 ～ 15 : 30 

【場 所】 アカコッコ館 

【定 員】 12 名（要申し込み） 

【対 象】 小学校 5 年生以上  

4年生以下の子が参加する場合は、保護者と一緒に合わせて 1個作ります 

    

 

 

 

 

シュノーケルベストや子供用ウェットスーツの貸し出しもできます。 

必要な方はお申し付けください！ 

 

全島避難を経て、アカコッコ館は 2005 年に再オープンしました。 

ボランティアさんの協力を得て、避難中に伸びた草の除去や観察路の整備などに取り組みま

した。また、右の写真では、ガスマスクを首から下げて、テレビの取材に応じていますね。 

 

 

 

アカコッコ館は開館 30周年をむかえました！～その歴史～ 
    

 

 

 

 

シュノーケルベストや子供用ウェットスーツの貸し出しもできます。 

必要な方はお申し付けください！ 

 

海鳥観察会 
海上を飛ぶ海鳥たちを一緒に観察しよう！観察道具を用意してお待ちしております。 

 

【日 時】 3 月 ３日 9：00 ～ 10：30 

※開催時間中、お好きな時間に、短時間での参加も可能です。 

 お気軽にお立ち寄りください！ 

【場 所】 海鳥の出現状況で場所を決定します。（前日にアカコッコ館にてお知らせします） 

   

 

 

 

 

シュノーケルベストや子供用ウェットスーツの貸し出しもできます。 

必要な方はお申し付けください！ 

 

ボランティアさんと観察路の看板づくり 
 

ガスマスクを携帯しての取材対応 


